








　2019年から尼御前サービスエリアにて生徒が
考案したメニューが販売されています。生徒自身
がサービスエリアに立ち寄った際に食べたいと
思うメニューをもとに、石川県の豊富な食材を使
い、料理長含めスタッフと共に試行錯誤し完成さ
れたメニューとなっています。

尼御前SAメニュー

　株式会社ケイズと連携し加賀市名産の梨「加賀し
ずく」のエキスと能登の海洋深層水を使用したみず
みずしいテクスチャーで、使用後もべたつきにくい、
梨の香り広がるハンドクリームとなっています。

えちゃき～な（ハンドクリーム）

　チャーシュー丼には能登豚、パスタとタコ
ライスには小松のトマトを沢山使用してい
て、なるべく地元の食材を使うことを大事に
し、見た目やネーミングにもこだわったメ
ニューを考案しました。

　色や、香り、テクスチャー、容器など全て一から考え、同じ班
の仲間と一緒に意見を出し合いながら制作しました。パッケー
ジにはオリジナルのキャラクター「の～かちゃん」を載せ細部
までこだわっています。
　また、地元の名産のものを使いたいという思いと、能登半島
地震の復興を願うという意味で、加賀と能登の両方のものを使
用し、完成させました。

「商品開発」をやってみて感じたこと

　商品開発で、商品を制作する側の楽しさ、
むずかしさを体験することができました。一人ではなく班の

みんなで意見を出し合い、新しいものを生み出すことの楽しさを
感じることができ、とてもいい経験になりました。

　また、考案した商品を、実際にお客さんの前で販売する機会があり、
お客さんが笑顔で購入してくれたときは

本当に嬉しかったです。

　協力して一つのものを生み出すことの難しさは
ありましたが、お互いの価値観の差を認め合うことで、

新しい発見があったり、そこからまた違う考えが生まれたりし、
人と協力することの良さを感じました。

　「商品開発」というなかなかできない体験をすることができ、
私たちの知識や、経験を大きく広げることができました。

　昨年度、本校はユネスコスクール・キャンディデート校に
承認されました。商業科が課題研究で行っている商品開発や観光に

関する活動実践もSDGsを意識した取り組みです。
また、本校の教育目標の一つは、「ふるさとに誇りを持ち、自律的で進取の

気概に富んだ地域に貢献する産業人の育成を目指す」ことです。
そこで、生徒たちに「商品開発」という課題研究の取り組みがSDGsと

どのように関係しているのかを意識させることで探究活動への
興味関心が更に高まり、学習活動への意欲向上につながるのでは

ないかと考えています。

商業の分野で今まで身に付けた知識・技術等を基に、
課題を発見し、解決策を探究して創造的に解決してもらい、

職業人として必要な資質・能力を高めてもらいたいと思っています。
また、自身の役割を理解して、当事者としての意識をもち、

他者と信頼関係を構築して積極的に課題の解決に取り組み、
責任をもって取り組む態度を学んでほしいです。

※現在は販売を終了しています。

※現在はイベントなど限定販売しています。

井上 さん、上出 さん、川上 さん、木谷 さん、小西 さん、水野 さん

濱中 さん、前岡 さん、向出 さん、米澤 さん
（佐藤 さん※撮影時不在）

山田先生

西田先生

▼ローストチキン添え!!贅沢タコライス

▲能登豚チャーシュー丼

▲能登豚とトマトパスタ
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子育て支援課　☎ 0761-72-7855問

「学びの未来」を、０歳から。
こどものこえ展 inかが
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保育の取り組みを知った地域の人から大
きな大きなかぼちゃをいただきました。
園のホールで子どもたちの探究が始まり
ます。

「こんな大きいのどうやって運ばれてきた
んかな？」「なんでこんなに重いんや？中
に何入っとるんやろう？」
“重さの正体”が何なのか？心がひきつけ
られています。

「かぼちゃの中には何が入ってるんだろう」
「ドンってゆった！」
「かぼちゃのなかは　よるや」
「ごーって　ひこうきのおともする」
「せかい　あるんじゃない？」
かぼちゃの中にある世界に想像がふくらみ
ます。
子どもたちが、その豊かな感性で見ている
世界をのぞいてみたいと思いました。

市内の観光施設などに、子どもたちの作品を
ポスターにして展示します。
子どもが描く作品にはどのような思いや考え
が込められているのでしょうか？言語だけで
はない、子どもの素晴らしさや発想のおもし
ろさが詰まった「こどものこえ」が園の活動の
中では、たくさん生まれています。多くの人
に、まちに飛び出した加賀市の子どもたちの
こえに、気持ちを傾けていただく機会となれ
ば幸いです。

『かぼちゃの中を想像して描いてみな
い？』
１つの大きな紙に、一人ひとりの思いが描
かれていきます。
・大きく育った秘密
・重さの秘密
・かぼちゃの中の世界
「子どもたちが描く絵」（こどものこえ）
は、いつも大人の想像をこえていきます。

　令和5年度から幼児教育の質向上事業として創造性をはぐくむ保育・教育を推進しています。
　昨年3月に開催した「加賀市の保育のみらい」では、「はじめのいっぽ」と題して1年目の取り組みについて報告し、
その後、約1年かけて公立保育園で学びを重ねてきた子どもと保育者の姿、本ビジョンの取り組みについての進捗
状況をご報告する場を設けます。加賀市の子どもたちの今とみらいについて、共に考えませんか？
保護者の方、保育関係者、市民のみなさま、どなたでもご参加ください。
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3月1日（土）～

3月9日（日）

本展は JIREA（レッジョ・エミリア・アプローチ国際ネットワークの日本窓口団体）が主催する「子どもと自然とデ
ジタルの出会い」をテーマとした、「触れて」「感じて」「表現する」アトリエ併設型の国際的展覧会です。
北イタリアのレッジョ・エミリア市では、古くは1980年代から、当時最先端だったパーソナルコンピュータを含む
デジタル機器を保育・教育に取り入れ、今日に至るまで、子どもたちがデジタル機器を自らの想像力を膨らませ、思
いや考えを表現するためのツールとして日常的に取り入れた、豊かな教育環境づくりが行われています。
子どもたちの創造的な学びのプロセスを通じて生まれる“デジタル詩”（子どもたちの表現、100の言葉）を市民の皆
さまにお届けします。

2月23日（日）
場所

申込方法

申込期限

動橋地区会館
QRから申込み
または子育て支援課まで
2月17日（月）

【第1部】　10時～12時30分
加賀市保育ビジョン進捗説明、
実践事例報告
オープンダイアログ

（有識者による対話）
【第2部】　14時～16時

基調講演
秋田 喜代美 氏

（学習院大学教授/東京大学名誉教授）

※最終入場は17時30分

※最終入場は16時
〈土・日〉10時～16時30分

無料

〈平日〉10時～18時

1 2 3

１
年
目
の
歩
み

2024

2025お申込はこちら

2月下旬～3月末頃期間
かぼちゃのなかの　みず
そだつ　みず
きいろのは　えいよう
みずだけやったら　そだたん
えいよう　いる
このえいよう　100ねんそだつよ
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キャンパスが加賀市イノベーションセンターに開
設されました。2つ目は、「宝塚医療大学」観光学部が
市内に2027年4月に開設されることになったこと
です。
実際に多くの学生、教員、研究者が加賀市で活動し
てくれることは、市内の発展や活性化、にぎわいに
もつながるものですので、期待が膨らみますね。

高校卒業後の次の進路の1つである「大学」が加賀市
にはありませんが、これまでさまざまな大学と連携
して教育や研究を推進してきました。市のイベント
を大学生に手伝ってもらったり、大学と一緒に実証
を進めたりというように、加賀市の取り組みを多角
的にサポートしてもらっています。
そして、今年度にはいくつか大きなニュースがありま
した。1つ目は「金沢大学」の融合学域のサテライト 加賀市のプロモーションに関するアンケートを

実施中。アンケートにお答えいただいた全員へ
オリジナルステッカーをプレゼント

プロモーション室からこんにちは

プロモーション室のnoteがスタートしました

あなたの知りたいこと、教えてください
プロモーション室では、みなさんが知りたいことを募集中！

加賀市に聞きたいこと、わかりやすく解説してほしいことがあれば、いつでもお待ちしています。
citypromotion@city.kaga.lg.jp までメールをお願いします！

？
Vol.3

テレビ金沢で加賀市のミニ番組

加賀市のとりくみ

多角的なサポートをしてもらっています。
そして、大学の進出も予定しています。

加賀市にも高校から先の
教育機関はないの？

Q.

A.

加賀市が連携している大学

令和6年10月にプロモーション室ができてから、早3カ月が経とう
としています。テレビ番組やSNSでの取り組みなど、市民のみなさ
まに向けてさまざまなプロモーション活動を行ってきました。
今後、よりわかりやすく加賀市の情報をお届けしていくためには、
みなさまのお声を直接聞くことが必要だと感じ、アンケートを実施
いたします。アンケートにお答えいただいた方にはプロモーション
室オリジナルステッカーと加賀ケーブルで放送中の「誉さんの加
賀市が好き」番組ステッカーをプレゼントいたします。

私たちは「加賀市が好き」というキャッチコ
ピーで日々活動しています。とてもダイレク
トな言葉で少し照れ臭い気持ちもあります
が、「好き」について真剣に考えています。まず
は「加賀市を好きになってもらう」、その後、身
近な人に「加賀市が好き」と伝えてもらう流れ
を生み出すことが、プロモーション室の役目
です。

はじめの一歩の「好きになって
もらう」には、まずは知ってもらうこと。人間関
係においても、どんなことに興味があって、ど
んな仕事をしていて…といろんな情報を収集
したうえで、判断していると思います。加賀市
においても同じこと。みなさんにたくさん加賀
市のことを知ってもらえるよう発信していき
ますので、温かく見守ってくださいね。

好きってなんだ

加賀市プロモーション室からのお知らせ

日本国内
・静岡大学
・法政大学

石川県内
・国立大学法人北陸先端科学
 技術大学院大学
・学校法人金沢工業大学
・学校法人北陸大学

・金沢学院大学
・金沢学院短期大学
・国立大学法人金沢大学

日本国外
・シンガポール工科大学
・シンガポール経営学校(SIM)

放送時間帯 土曜日　10時25分～10時30分

放送の詳細は決まり次第SNS等でお知らせします

加賀市初めての取り組みで、2月から3月にかけて
定期的なミニ番組を放送予定です。

プロモーション室のメンバーが市の取り組みや
加賀市の好きなところをブログ形式で紹介する

「note」が本格的にスタートしました。
これを読んでいただき加賀市を
もっと知っていただくきっかけに
なればうれしいです。

アンケートは
こちらから

プロモーション室・鶴田

※noteは文章や画像などで構成した記事をお届けできるメディアです。

広報かが  2025・2 8



キャンパスが加賀市イノベーションセンターに開
設されました。2つ目は、「宝塚医療大学」観光学部が
市内に2027年4月に開設されることになったこと
です。
実際に多くの学生、教員、研究者が加賀市で活動し
てくれることは、市内の発展や活性化、にぎわいに
もつながるものですので、期待が膨らみますね。

高校卒業後の次の進路の1つである「大学」が加賀市
にはありませんが、これまでさまざまな大学と連携
して教育や研究を推進してきました。市のイベント
を大学生に手伝ってもらったり、大学と一緒に実証
を進めたりというように、加賀市の取り組みを多角
的にサポートしてもらっています。
そして、今年度にはいくつか大きなニュースがありま
した。1つ目は「金沢大学」の融合学域のサテライト 加賀市のプロモーションに関するアンケートを

実施中。アンケートにお答えいただいた全員へ
オリジナルステッカーをプレゼント

プロモーション室からこんにちは

プロモーション室のnoteがスタートしました

あなたの知りたいこと、教えてください
プロモーション室では、みなさんが知りたいことを募集中！

加賀市に聞きたいこと、わかりやすく解説してほしいことがあれば、いつでもお待ちしています。
citypromotion@city.kaga.lg.jp までメールをお願いします！

？
Vol.3

テレビ金沢で加賀市のミニ番組

加賀市のとりくみ

多角的なサポートをしてもらっています。
そして、大学の進出も予定しています。

加賀市にも高校から先の
教育機関はないの？

Q.

A.

加賀市が連携している大学

令和6年10月にプロモーション室ができてから、早3カ月が経とう
としています。テレビ番組やSNSでの取り組みなど、市民のみなさ
まに向けてさまざまなプロモーション活動を行ってきました。
今後、よりわかりやすく加賀市の情報をお届けしていくためには、
みなさまのお声を直接聞くことが必要だと感じ、アンケートを実施
いたします。アンケートにお答えいただいた方にはプロモーション
室オリジナルステッカーと加賀ケーブルで放送中の「誉さんの加
賀市が好き」番組ステッカーをプレゼントいたします。

私たちは「加賀市が好き」というキャッチコ
ピーで日々活動しています。とてもダイレク
トな言葉で少し照れ臭い気持ちもあります
が、「好き」について真剣に考えています。まず
は「加賀市を好きになってもらう」、その後、身
近な人に「加賀市が好き」と伝えてもらう流れ
を生み出すことが、プロモーション室の役目
です。

はじめの一歩の「好きになって
もらう」には、まずは知ってもらうこと。人間関
係においても、どんなことに興味があって、ど
んな仕事をしていて…といろんな情報を収集
したうえで、判断していると思います。加賀市
においても同じこと。みなさんにたくさん加賀
市のことを知ってもらえるよう発信していき
ますので、温かく見守ってくださいね。

好きってなんだ

加賀市プロモーション室からのお知らせ

日本国内
・静岡大学
・法政大学

石川県内
・国立大学法人北陸先端科学
 技術大学院大学
・学校法人金沢工業大学
・学校法人北陸大学

・金沢学院大学
・金沢学院短期大学
・国立大学法人金沢大学

日本国外
・シンガポール工科大学
・シンガポール経営学校(SIM)

放送時間帯 土曜日　10時25分～10時30分

放送の詳細は決まり次第SNS等でお知らせします

加賀市初めての取り組みで、2月から3月にかけて
定期的なミニ番組を放送予定です。

プロモーション室のメンバーが市の取り組みや
加賀市の好きなところをブログ形式で紹介する

「note」が本格的にスタートしました。
これを読んでいただき加賀市を
もっと知っていただくきっかけに
なればうれしいです。

アンケートは
こちらから

プロモーション室・鶴田

※noteは文章や画像などで構成した記事をお届けできるメディアです。

広報かが  2025・29



医
療
費
控
除

的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
等
）

注
意
事
項

　
市
の
申
告
会
場
で
は
税
務
署
職
員

の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。収
入
が
給

与
・
年
金
の
人
の
申
告
受
付
の
み
に
な

り
ま
す
。次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、小
松
税
務
署
で
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
事
業
所
得（
営
業
・
農
業
・
山
林
）や

不
動
産
所
得
の
申
告

②
株
式
・
土
地
等
の
譲
渡
の
申
告

③
先
物
取
引
や
暗
号
資
産
取
引
の
申
告

④
株
式
等
の
配
当
の
申
告

⑤
亡
く
な
っ
た
人
の
確
定
申
告

⑥
住
宅
借
入
金
控
除
な
ど
住
宅
に
関

す
る
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

⑦
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合

⑧
令
和
５
年
分
以
前
の
申
告

　
　

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
在
住
す
る

人
は 

令
和
６
年
中
の
収
入
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

①
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

②
65
歳
未
満
（
昭
和
35
年
１
月
２
日
以

後
生
ま
れ
）
で
、
収
入
が
公
的
年
金

等
の
み
で
、
98
万
円
以
下
の
場
合

③
65
歳
以
上
（
昭
和
35
年
１
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
で
、
収
入
が
公
的
年
金

等
の
み
で
、
1
4
8
万
円
以
下
の

場
合

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
場
合

収
入
が
な
か
っ
た
人
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
で
き
ま
す

　
令
和
６
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
人 

（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
失
業
保
険

の
み
の
人
も
含
む
） 

で
、 

市
・
県
民
税

の
申
告
を
す
る
場
合
は
、
次
の
Q
R
か

ら
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
）。

出
張
申
告
受
付

ス
マ
ホ
申
告
の
留
意
事
項

・
自
身
の
ス
マ
ホ
で
申
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
手
順
は
市
職
員
が
説

明
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
に
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
」
を
事
前
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
く
と
ス
ム
ー

ズ
で
す
。
定
員
は
先
着
30
人
で
す
。

※
ス
マ
ホ
申
告
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
ス

マ
ホ
（
ス
マ
ホ
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、

最
新
の
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
時
に

設
定
し
た
数
字
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー

ド
と
６
桁
以
上
の
各
暗
証
番
号

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
を
し
た
場

合
、
紙
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
す
る
と
市
・
県
民

税
が
非
課
税
に
な
る
人

　
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
ま
た

は
ひ
と
り
親
で
合
計
所
得
金
額
が 

1
3
5
万
円
以
下
の
場
合
は
申
告
に
よ

り
、市・県
民
税
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に

こ
れ
ら
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

申
告
時
に
必
要
な
も
の

①
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
領
収

書
や
証
明
書

③
医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
通

知（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
）

④
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の（
所
得
税

の
還
付
申
告
の
場
合
）

⑤
個
人
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、通
知
カ
ー
ド
等
）

⑥
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、公

2月17日㈪ ～3月17日㈪
問 税料金課（市民税グループ） ☎0761-72-7815

申告にはマイナンバーが必要です
　市・県民税、所得税ともに、マイナンバーの記載と本人確認書類
の提示または写しの添付が必要です。
　申告にお越しの際は次の書類を忘れずにお持ちください。

マイナンバーカードをご用意ください
（写しを添付する場合は両面のコピーが必
要です）

次の２点が必要です
①通知カード、マイナンバーの記載された住

民票などのうちいずれか1点
②運転免許証、公的医療保険の被保険者証な

どのうちいずれか1点

市
内
会
場
で
の
申
告
受
付
●
と
　
き 

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪ 
９
時
〜
16
時（
平
日
の
み
）

●
と
こ
ろ 

市
民
会
館
３
階 

大
ホ
ー
ル

※スマホ申告のみの受付

3月5日㈬  10時～12時 山代地区会館

3月6日㈭  10時～12時 河南地区会館

3月7日㈮  10時～12時 片山津地区会館

2月11日㈷    9時～12時 市民会館2階
  第2会議室

※スマホでの確定申告受付
受付日 受付時間 受付場所

受付日 受付時間 受付場所

税 の申告受付

は　い いいえ
▲市民税申告書
入力ホーム

　
市
・
県
民
税
、所
得
税
と
も
に
、「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付
が
必
要 

で
す
。医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、あ
ら
か
じ
め
医
療
を
受
け
た
人
、

病
院
等
ご
と
に
集
計
し
、「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間

保
管
し
て
く
だ
さ
い（
税
務
署
よ
り
開

示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

　
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た

「
医
療
費
通
知（
医
療
費
の
お
知
ら

せ
）」に
必
要
事
項
※
が
記
載
さ
れ
て

い
れ
ば
、そ
の
通
知
書
を
添
付
す
る 

こ
と
で「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」へ 

の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

※
次
の
６
項
目
全
て
が
記
載
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
等
の
氏
名

②
療
養
を
受
け
た
年
月

③
療
養
を
受
け
た
人

④
療
養
を
受
け
た
病
院
、診
療
所
、薬

局
等
の
名
称

⑤
被
保
険
者
等
が
支
払
っ
た
医
療
費

の
額

⑥
保
険
者
等
の
名
称

マイナンバーカード（個人番号カード）を持っている

●例年、申告会場は大変混み合います。待ち時間が長くなる場合がありますが、ご理解を
お願いします。

●スマホ・ PC をお持ちの人はご自宅でいつでも申告できる e -Taxをご利用ください。

広報かが  2025・2 10



医
療
費
控
除

的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
等
）

注
意
事
項

　
市
の
申
告
会
場
で
は
税
務
署
職
員

の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。収
入
が
給

与
・
年
金
の
人
の
申
告
受
付
の
み
に
な

り
ま
す
。次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、小
松
税
務
署
で
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
事
業
所
得（
営
業
・
農
業
・
山
林
）や

不
動
産
所
得
の
申
告

②
株
式
・
土
地
等
の
譲
渡
の
申
告

③
先
物
取
引
や
暗
号
資
産
取
引
の
申
告

④
株
式
等
の
配
当
の
申
告

⑤
亡
く
な
っ
た
人
の
確
定
申
告

⑥
住
宅
借
入
金
控
除
な
ど
住
宅
に
関

す
る
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

⑦
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合

⑧
令
和
５
年
分
以
前
の
申
告

　
　

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
在
住
す
る

人
は 
令
和
６
年
中
の
収
入
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

①
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

②
65
歳
未
満
（
昭
和
35
年
１
月
２
日
以

後
生
ま
れ
）
で
、
収
入
が
公
的
年
金

等
の
み
で
、
98
万
円
以
下
の
場
合

③
65
歳
以
上
（
昭
和
35
年
１
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
で
、
収
入
が
公
的
年
金

等
の
み
で
、
1
4
8
万
円
以
下
の

場
合

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
場
合

収
入
が
な
か
っ
た
人
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
で
き
ま
す

　
令
和
６
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
人 

（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
失
業
保
険

の
み
の
人
も
含
む
） 

で
、 

市
・
県
民
税

の
申
告
を
す
る
場
合
は
、
次
の
Q
R
か

ら
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
）。

出
張
申
告
受
付

ス
マ
ホ
申
告
の
留
意
事
項

・
自
身
の
ス
マ
ホ
で
申
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
手
順
は
市
職
員
が
説

明
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
に
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
」
を
事
前
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
く
と
ス
ム
ー

ズ
で
す
。
定
員
は
先
着
30
人
で
す
。

※
ス
マ
ホ
申
告
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
ス

マ
ホ
（
ス
マ
ホ
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、

最
新
の
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
時
に

設
定
し
た
数
字
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー

ド
と
６
桁
以
上
の
各
暗
証
番
号

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
を
し
た
場

合
、
紙
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
す
る
と
市
・
県
民

税
が
非
課
税
に
な
る
人

　
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
ま
た

は
ひ
と
り
親
で
合
計
所
得
金
額
が 

1
3
5
万
円
以
下
の
場
合
は
申
告
に
よ

り
、市・県
民
税
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に

こ
れ
ら
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

申
告
時
に
必
要
な
も
の

①
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
領
収

書
や
証
明
書

③
医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
通

知（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
）

④
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の（
所
得
税

の
還
付
申
告
の
場
合
）

⑤
個
人
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、通
知
カ
ー
ド
等
）

⑥
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、公

2月17日㈪ ～3月17日㈪
問 税料金課（市民税グループ） ☎0761-72-7815

申告にはマイナンバーが必要です
　市・県民税、所得税ともに、マイナンバーの記載と本人確認書類
の提示または写しの添付が必要です。
　申告にお越しの際は次の書類を忘れずにお持ちください。

マイナンバーカードをご用意ください
（写しを添付する場合は両面のコピーが必
要です）

次の２点が必要です
①通知カード、マイナンバーの記載された住

民票などのうちいずれか1点
②運転免許証、公的医療保険の被保険者証な

どのうちいずれか1点

市
内
会
場
で
の
申
告
受
付
●
と
　
き 

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪ 

９
時
〜
16
時（
平
日
の
み
）

●
と
こ
ろ 

市
民
会
館
３
階 

大
ホ
ー
ル

※スマホ申告のみの受付

3月5日㈬  10時～12時 山代地区会館

3月6日㈭  10時～12時 河南地区会館

3月7日㈮  10時～12時 片山津地区会館

2月11日㈷    9時～12時 市民会館2階
  第2会議室

※スマホでの確定申告受付
受付日 受付時間 受付場所

受付日 受付時間 受付場所

税 の申告受付

は　い いいえ
▲市民税申告書
入力ホーム

　
市
・
県
民
税
、所
得
税
と
も
に
、「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付
が
必
要 

で
す
。医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、あ
ら
か
じ
め
医
療
を
受
け
た
人
、

病
院
等
ご
と
に
集
計
し
、「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間

保
管
し
て
く
だ
さ
い（
税
務
署
よ
り
開

示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

　
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た

「
医
療
費
通
知（
医
療
費
の
お
知
ら

せ
）」に
必
要
事
項
※
が
記
載
さ
れ
て

い
れ
ば
、そ
の
通
知
書
を
添
付
す
る 

こ
と
で「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」へ 

の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

※
次
の
６
項
目
全
て
が
記
載
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
等
の
氏
名

②
療
養
を
受
け
た
年
月

③
療
養
を
受
け
た
人

④
療
養
を
受
け
た
病
院
、診
療
所
、薬

局
等
の
名
称

⑤
被
保
険
者
等
が
支
払
っ
た
医
療
費

の
額

⑥
保
険
者
等
の
名
称

マイナンバーカード（個人番号カード）を持っている

●例年、申告会場は大変混み合います。待ち時間が長くなる場合がありますが、ご理解を
お願いします。

●スマホ・ PC をお持ちの人はご自宅でいつでも申告できる e -Taxをご利用ください。
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●
と
　
き 

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪

問
小
松
税
務
署

　☎
0
7
6
1
-2
2
-1
1
7
1

　︵
自
動
音
声
案
内
︶

問
小
松
税
務
署

　☎
0
7
6
1
-2
2
-1
1
7
1

　︵
自
動
音
声
案
内
︶

〒
9
2
0-

8
5
2
6

金
沢
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 （
小
松
税
務
署
）

自
宅
で
い
つ
で
も

申
告

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
お
よ
び
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
税
務
署
で
は
、来
署
せ
ず
、オ
ン
ラ

イ
ン
で
申
告
手
続
が
完
了
す
る

「
e
―

T
a
x 

申
告
」を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」と
自
身

の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、い

つ
で
も
自
宅
等
か
ら
e
―

T
a
x
で
申

告
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

確
定
申
告
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
で
自
動
入
力

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
す
る

と
、医
療
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
申

告
に
必
要
な
各
種
控
除
証
明
書
等
の

デ
ー
タ
を
一
括
取
得
し
、確
定
申
告
書

の
該
当
項
目
に
自
動
入
力
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、事
前
準
備
が
必
要

で
す
。各
種
控
除
証
明
書
等
の
発
行
主

体
に
よ
っ
て
は
、デ
ー
タ
が
取
得
可
能

申
告
書
の
郵
送

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
申
告
書
等
を
郵
送
等
で
提
出
す
る

場
合
は
、
次
の
宛
先
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
告
書
・
申
請
書
等
を
送
付
す
る

際
の
送
付
先
住
所
の
記
載
は
不
要

で
す
。

●
申
告
書
等
を
窓
口
に
持
参
す
る
場

合
は
、
小
松
税
務
署
へ
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
（
右
記
の
宛
先
に
持

ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
毎
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
に
対
す
る

所
得
税
を
計
算
し
、
１
年
間
の
所
得

税
を
確
定
さ
せ
る
手
続
き
で
す
。

　
確
定
申
告
は
、
自
宅
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ

か
ら
の
申
告
が
大
変
便
利
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
小
松
税
務
署
の
申
告
会
場
に

お
い
て
は
、
自
身
の
ス
マ
ホ
等
を
使

い
自
身
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番

号
（
英
数
字
６
文
字
以
上
16
文
字
以

下
）
を
確
認
の
上
、
ご
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
９
時
〜
16
時
受
付
）。
ま
た
、

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
告
会
場
に
入
場
す
る
場
合
は
、

「
入
場
整
理
券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
入
場
整
理
券
」は
国
税
庁
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
事
前
に
予
約

す
る
ほ
か
、
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
、

当
日
分
の
配
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▲国税庁LINE
公式アカウント
友だち追加は
こちらから

▲詳しくは
こちら

▲詳しくは
こちら

宛 

先

　「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
税

務
職
員
ふ
た
ば
）」は
、質
問
内
容
を
自

由
に
文
字
入
力
す
る
か
メ
ニ
ュ
ー
選

択
す
る
と
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
分
か

り
や
す
く
回
答
し
ま
す
。例
え
ば
、「
入

場
整
理
券
」に
関
す
る
ご
質
問
の
ほ

か
、確
定
申
告
が
必
要
か
否
か
の
判
断

も
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」は
、国

税
の
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す
る
一
般

所
得
税
・
消
費
税
の
相
談

と
　
き
　
２
月
22
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

　
　
　  

（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
小
松

　
　
　  

（
小
松
市
園
町
ハ
23-

１
）

対
　
象
　
小
規
模
納
税
者
（
前
年
分

　
　
　
　
所
得
金
額
が
3
0
0
万
円

　
　
　
　
以
下
の
事
業
所
得
者
等
）、

　
　
　
　
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給

　
　
　
　
者
な
ど
の
人
（
源
泉
徴
収

　
　
　
　
票
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
約
20

分
と
な
り
ま
す
。

※
源
泉
徴
収
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
で
は
、
申
告
書
の
提

出
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

　
☎
0
7
6
1
-2
4
-6
8
0
1

（税務職員ふたば）

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

的
な
回
答
に
つ
い
て
、キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
や
税
金
の
分
野
別
な
ど
の
方
法
で

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チャットボットの
利用はこちらから！

タックスアンサーは
こちらから！ と

な
る
ま
で
に
数
日
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。
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月
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動
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内
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〒
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5
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金
沢
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 （
小
松
税
務
署
）

自
宅
で
い
つ
で
も

申
告

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
お
よ
び
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
税
務
署
で
は
、来
署
せ
ず
、オ
ン
ラ

イ
ン
で
申
告
手
続
が
完
了
す
る

「
e
―

T
a
x 

申
告
」を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」と
自
身

の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、い

つ
で
も
自
宅
等
か
ら
e
―

T
a
x
で
申

告
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

確
定
申
告
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
で
自
動
入
力

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
す
る

と
、医
療
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
申

告
に
必
要
な
各
種
控
除
証
明
書
等
の

デ
ー
タ
を
一
括
取
得
し
、確
定
申
告
書

の
該
当
項
目
に
自
動
入
力
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、事
前
準
備
が
必
要

で
す
。各
種
控
除
証
明
書
等
の
発
行
主

体
に
よ
っ
て
は
、デ
ー
タ
が
取
得
可
能

申
告
書
の
郵
送

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
申
告
書
等
を
郵
送
等
で
提
出
す
る

場
合
は
、
次
の
宛
先
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
告
書
・
申
請
書
等
を
送
付
す
る

際
の
送
付
先
住
所
の
記
載
は
不
要

で
す
。

●
申
告
書
等
を
窓
口
に
持
参
す
る
場

合
は
、
小
松
税
務
署
へ
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
（
右
記
の
宛
先
に
持

ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
毎
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
に
対
す
る

所
得
税
を
計
算
し
、
１
年
間
の
所
得

税
を
確
定
さ
せ
る
手
続
き
で
す
。

　
確
定
申
告
は
、
自
宅
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ

か
ら
の
申
告
が
大
変
便
利
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
小
松
税
務
署
の
申
告
会
場
に

お
い
て
は
、
自
身
の
ス
マ
ホ
等
を
使

い
自
身
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番

号
（
英
数
字
６
文
字
以
上
16
文
字
以

下
）
を
確
認
の
上
、
ご
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
９
時
〜
16
時
受
付
）。
ま
た
、

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
告
会
場
に
入
場
す
る
場
合
は
、

「
入
場
整
理
券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
入
場
整
理
券
」は
国
税
庁
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
事
前
に
予
約

す
る
ほ
か
、
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
、

当
日
分
の
配
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▲国税庁LINE
公式アカウント
友だち追加は
こちらから

▲詳しくは
こちら

▲詳しくは
こちら

宛 

先

　「
税
務
相
談
チ
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ッ
ト
ボ
ッ
ト（
税

務
職
員
ふ
た
ば
）」は
、質
問
内
容
を
自

由
に
文
字
入
力
す
る
か
メ
ニ
ュ
ー
選

択
す
る
と
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
分
か

り
や
す
く
回
答
し
ま
す
。例
え
ば
、「
入

場
整
理
券
」に
関
す
る
ご
質
問
の
ほ

か
、確
定
申
告
が
必
要
か
否
か
の
判
断

も
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」は
、国

税
の
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す
る
一
般

所
得
税
・
消
費
税
の
相
談

と
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２
月
22
日
㈯
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時
〜
16
時
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12
時
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13
時
を
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く
）

と
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プ
ラ
ザ
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（
小
松
市
園
町
ハ
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１
）

対
　
象
　
小
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模
納
税
者
（
前
年
分

　
　
　
　
所
得
金
額
が
3
0
0
万
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以
下
の
事
業
所
得
者
等
）、

　
　
　
　
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給

　
　
　
　
者
な
ど
の
人
（
源
泉
徴
収

　
　
　
　
票
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
約
20

分
と
な
り
ま
す
。

※
源
泉
徴
収
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
で
は
、
申
告
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の
提

出
は
で
き
ま
せ
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。
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陸
税
理
士
会
小
松
支
部
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0
7
6
1
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4
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8
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（税務職員ふたば）

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

的
な
回
答
に
つ
い
て
、キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
や
税
金
の
分
野
別
な
ど
の
方
法
で

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チャットボットの
利用はこちらから！

タックスアンサーは
こちらから！ と

な
る
ま
で
に
数
日
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。
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市からのお知らせ
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新
1
年
生
の
お
子
さ
ん
に
入
学
通
知
書
を

送
り
ま
す

詳しくはこちら

　

加
賀
市
と
交
流
の
あ
る
カ
ナ
ダ
の

ハ
ミ
ル
ト
ン
市
ダ
ン
ダ
ス
地
区
に
て
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
一
生
に
一
度

の
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

　
令
和
7
年
8
月
中
旬
の
10
日
間

（
詳
細
日
程
は
申
込
者
に
個
別
に
連

絡
し
ま
す
）

定
　
員

中
学
生
、
高
校
生
併
せ
て
15
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
　
用

40
万
円
程
度
（
一
部
助
成
あ
り
）

申
込
方
法

電
話

（
☎
0
7
6
1
-7
2
-7
9
0
6
）

応
募
条
件

•
市
内
在
住
の
人

　
令
和
7
年
4
月
に
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
に
入
学
予
定
の
対
象
者
に
、
入

学
通
知
書
を
1
月
末
に
発
送
し
ま
す
。

　
2
月
中
旬
ま
で
に
入
学
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
や
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

住
所
・
氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
送
付
対
象
者

•
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育
学
校
前
期

課
程

平
成
30
年
4
月
2
日
～
平
成
31
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

•
中
学
校
お
よ
び
義
務
教
育
学
校
後
期

　
一
般
入
学
試
験
（
二
次
）
の
願
書
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

出
願
期
間

　
2
月
4
日
㈫
～
14
日
㈮
必
着

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

カ
ナ
ダ
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
ダ
ン
ダ
ス
地
区

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
を
し
ま
せ
ん
か

加
賀
看
護
学
校 

令
和
７
年
度
生 

一
般
入
学
試
験（
二
次
試
験
）

詳しくはこちら詳しくはこちら

•
中
学
生
ま
た
は
高
校
生
（
令
和
7
年
4

月
時
点
）

•
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
、
長
期
の
団

体
生
活
・
海
外
旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
人

•
事
前
勉
強
会
に
参
加
で
き
る
人
（
全
10

回
、
土
曜
日
の
午
後
を
予
定
）

•
「
令
和
９
年 

K
i
d
s 

f
o
r 

K
a
g
a 

加
賀
市
訪
問
（
予
定
）」
の

際
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
し
て
い
た

だ
け
る
人

申
込
期
間

２
月
3
日
㈪
～
3
月
31
日
㈪

（
土
日
祝
を
除
く
、
8
時
30
分
～
17
時

15
分
）

問
加
賀
市
都
市
交
流
協
議
会
（
観
光
商
工

課
内
）

　
☎
0
7
6
1
-7
2
-7
9
0
6

課
程

平
成
24
年
4
月
2
日
～
平
成
25
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

就
学
校
の
変
更
手
続
き

　
市
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
へ
の
就

学
校
は
、
住
所
地
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は

指
定
学
校
以
外
へ
の
就
学
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
庶
務
課
（
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
）

　
☎
0
7
6
1
-7
2
-7
9
7
5

問
加
賀
看
護
学
校
庶
務
課

　
☎
0
7
6
1
-7
2
-2
4
2
8

　11月29日から12月16日に
かけて、市議会定例会が開催
されました。次のとおり、案件
が承認、可決、同意されました。  

・報告案件	 1件
・追認案件	 4件
・予算案件	 15件
・条例案件	 9件
・その他案件	 4件
・人事案件	 1件
・議会意見書	 2件
詳しくは、議会ホームページ
をご覧ください。

12月議会定例会報告
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主な手当（令和 7年 1月 1日現在）

区　分 決定初任給 採用 2年経過日

大学卒 22万円 23万円
高校卒 18万8,000円 20万1,000円

市職員の初任給［一般行政職］（令和 6年 4月 1日現在）

部門別職員数の状況（令和 6年 4月 1日現在）

区分
部門

職　員　数
前年度
比較

令和 6年
4月 1日
現在

令和 5年
4月 1日
現在

一
般
行
政
部
門

議 会 8 8 0
総 務 111 110 1
税 務 26 26 0
農林水産 10 10 0
商 工 23 26 -3
土 木 46 43 3
民 生 140 146 -6
衛 生 22 25 -3
小 計 386 394 -8

特
別

行
政
部
門

教 育 53 57 -4
消 防 116 118 -2
小 計 169 175 -6

一 般 会 計 計 555 569 -14

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院 519 509 10
水 道 12 12 0
下 水 道 8 8 0
そ の 他 31 32 -1
小 計 570 561 9

合　　　計 1,125 1,130 -5

※�職員数は一般職に属する職員数であり、地方
公務員の身分を保有する休職者、派遣職員な
どを含み、会計年度任用職員は含まれていま
せん。

歳出予算額に占める人件費の割合（令和 6年度一般会計 12月補正後）

※�人件費（Ｂ）は、
　特別職の報酬を含みません。

歳出予算額（Ａ）
人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ /Ａ）職員給与費 退職手当 計
383億 5,080万円 41億6,140万円 1億 7,440万円 43億3,580万円 11.3％

職員給与費（令和 6年度一般会計 12月補正後　計上職員数 568人）

区　分 給料（報酬）月額 期末手当 計（一人当たりの年額）
市　長 90万円 434万7,000円 1,514万7,000円
副市長 75万円 362万2,500円 1,262万2,500円
教育長 67万円 323万6,100円 1,127万6,100円

病院事業管理者 77万円 371万9,100円 1,295万9,100円
議　長 59万円 284万9,700円 992万9,700円
副議長 51万円 246万3,300円 858万3,300円
議　員 48万円 231万8,400円 807万8,400円

特別職の報酬など（令和 7年 1月 1日現在）

※�期末手当の額は、給料（報酬）月額×1.4×3.45カ月分 （6月期：1.70カ月、12月期：1.75カ月分）です。

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
31万5,000円 41.9歳 25万8,000円 56.0歳

職員の平均給料月額および平均年齢（令和 6年 4月 1日現在）

※�平均給料月額には、手当は含みません。

市職員の給与状況をお知らせします

区　分 給　料 期末・勤勉手当 職員手当 共済費 合　計
予算額 21億2,920万円 8億6,280万円 4億7,496万円 6億9,444万円 41億6,140万円

1 人当たりの予算額 375万円 152万円 84万円 122万円 733万円

区　分 支　給　額　な　ど
加　　賀　　市 国

期末手当
勤勉手当
[支給率 ]

期末手当 勤勉手当

同　左

6月期 1.225 カ月分 1.025 カ月分
12月期 1.275 カ月分 1.075 カ月分
計 2.5 カ月分 2.1 カ月分

扶養手当
[月額 ]

配偶者：6,500 円
子：1人 10,000 円　その他の扶養親族 1人 　6,500 円

住居手当  
[ 月額 ]

借家など　
家賃の額に応じて支給（限度額は 28,000 円）

通勤手当  
[ 月額 ]

・公共交通機関などの利用者　
　運賃相当額（限度額は 55,000 円）
・自動車などの利用者　
　通勤距離（片道 2㎞以上）に応じた額
　（2,000 円～ 31,600 円）

時間外・休日
勤務手当

正規の勤務時間を超えて勤務した場合
勤務1時間あたりの給与額×（125／100～160／100）×時間数

退職手当 
[ 支給率 ]

自   己   都   合 定　   年
勤続 20年 19.6695 カ月分 24.586875 カ月分
勤続 25年 28.0395 カ月分 33.27075 カ月分
勤続 35年 39.7575 カ月分 47.709 カ月分
最高限度額 47.709 カ月分 47.709 カ月分

　市職員の給与や人事行政の状況などを広く知っていただくため、その状況をお知らせします。市職員の給与は、
国や他の自治体、民間企業などの実態を考慮して「職員の給与に関する条例」などで決定しています。

問問 人事課人事課    ☎ 0761-72-7800☎ 0761-72-7800



と　き	 3月9日㈰ 
開場13時30分 開演14時

ところ	 加賀市文化会館大ホール
　華麗なフラフーパーや可愛いピエロのパフォーマ
ンス、アニソンの生演奏など、ファミリーでお楽し
み頂けるイベントです。
■料　　金 無料

イベント

ハッピーカーニバル！

(有)金太郎引越社
加賀市山代温泉リ32番地2

遺品・粗大ゴミ

ご家族がお困りの

お気軽にご連絡ください

などの処理をお受けします

0761-77-2551
0120-72-2551

有
料
広
告
欄
広
告
の
内
容
に
つ
い
て
は

各
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

広報かが  2025・２ 16

と　き	 2月12日㈬ 14時~16時
ところ	 クロスガーデン加賀4階 会議室2・３
　ジェトロ東京本部から講師を招き、海外販路開拓
のための越境EC活用セミナーを開催します。
■テ ー マ 「オンラインで海外に挑戦！」　
■定　　員 30人
■参 加 費 無料

越境EC活用セミナー

詳しくはこちら

問加賀市貿易推進機構（観光商工課内）
　☎0761-72-7945

問加賀市文化会館
　☎0761-77-2811 詳しくはこちら

と　き	 3月1日㈯ 10時~15時
（12時~13時お昼休憩）

ところ	 橋立自然公園　管理棟（集合）
　一緒に活動してくれる《森づくり隊》を募集しま
す。木を切ったり、落ち葉かきをしたり、森のお手
入れをしましょう。
■対　　象 幼児・小中学生（保護者同伴）

大人（高校生以上）
■料　　金 無料

橋立自然公園「みんなでつく
ろう 森のあそび場」

詳しくはこちら

問橋立自然公園管理棟
　☎0761-72-1103
　*hashitatesizen@kishigreen.co.jp



イベント

と　き	 2月15日㈯ 
おはなし会 10時30分~（申込不要）
工作会 11時~（要予約）

ところ	 中央図書館 2階視聴覚ホール
　今回のおはなし会のテーマは「冬」。工作会では
うさぎのカスタネットを作ります。ぜひご参加くだ
さい。
■申し込み 2月5日㈬~中央図書館カウンタ―または

電話（工作会）
■定　　員 親子10組（工作会）

と　き	 3月12日㈬ 14時~15時
ところ	 茶房古九谷（石川県九谷焼美術館2階）
　朗読と篠笛による泉鏡花の世界をご堪能ください。
■参 加 費 全席自由、　　　　一般：2,500円

　　　　　友の会会員：2,000円
　　　　　　　当日券：3,000円

■定　　員 40人
■出 演 者 朗読 高輪 真知子 さん

篠笛 八木 繁 さん
■申し込み 茶房古九谷に電話またはQRから

冬のおはなし会鏡花と笛のしらべ

広報かが  2025・２17

有
料
広
告
欄
広
告
の
内
容
に
つ
い
て
は

各
事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

 

太陽光発電 

蓄 電 池 

エコキュート 

エ ア コ ン 

【【加加賀賀店店】】石石川川県県加加賀賀市市曽曽宇宇町町エエ 6622--77  
                  TTeell：：（（00776611））7755--77992222  
【【福福井井店店】】福福井井県県福福井井市市北北四四ツツ居居 22--1188--3377  
                  TTeell：：（（00777766））9977--88887733  

お見積りは無料です 
お気軽にご相談ください 

HP⇒ 

と　き	 2月19日㈬ 14時~15時30分
ところ	 JA加賀本店 3階研修室
　認知症サポーターとは認知症の人やその家族を見
守る地域の応援者です、自分事として認知症につい
て学んでみませんか。
■講　　師 能崎 純一 さん（のざきクリニック医師）

キャラバン・メイト
■申し込み 不要
■参 加 費 無料

認知症サポーター養成講座

問地域包括支援センター
　☎0761-72-8186 詳しくはこちら

問中央図書館
　☎0761-73-0888

問茶房古九谷
　☎0761-72-6366

詳しくはこちら

詳しくはこちら



情報チャンネル

広報かが  2025・２ 18

問子育て支援課
　☎0761-72-7856

問行政まちづくり課
　☎0761-72-7841

問窓口課
　（マイナンバー担当）
　☎0761-76-5540

問子育て支援課
　☎0761-72-7856

問福祉政策課
　☎0761-72-7854

詳しくはこちら

詳しくはこちら 詳しくはこちら 詳しくはこちら

詳しくはこちら

　児童手当の支払いは、2月10日
㈪を予定しています。
令和6年12月分、令和7年1月分
の2カ月分の支給となります。

　物価高騰による負担を軽減する
ため、令和６年度住民税非課税世
帯に対し、物価高騰生活支援給付
金を給付します。
　対象と思われる世帯には、市か
ら案内を郵送しています。
➀物価高騰生活支援給付金
対　象	基準日である令和6年12月

13日に加賀市に住民登録
がある世帯であって、世帯
全員の令和6年度分の市県
民税が非課税である世帯

　　※市県民税が課税されてい
る人の扶養親族等のみで
構成される世帯は対象外で
す。

給付額	1世帯当たり3万円
申請期限	5月30日㈮（当日消印有効）

②物価高騰生活支援給付金（こど
も加算分）

対　象	18歳以下（平成18年4月2
日以降生まれ）の児童を
扶養する➀の給付金の支
給対象世帯

給付額	対象児童一人につき2万円
申請期限	7月31日㈭（必着）

2月は児童手当支払

月です

物価高騰生活支援

給付金

　2月1日を基準日として、全国
一斉に農林業に関係するすべての
人を対象とした「2025年農林業
センサス」を実施中です。調査の
対象者は、調査へのご理解とご協
力をお願いします。
　調査の回答は、ぜひインター
ネット回答をご利用ください。イ
ンターネットでの回答がなかった
場合は、2月中旬までに調査員が
訪問し、紙の調査票を回収します。
※「センサス」とは、すべての対
象を調査する全数調査のことで
す。

インターネット回答

は2月3日（月）まで

　確定申告をe-Taxで行う場合、
マイナンバーカードに搭載された
「電子証明書」が必要です。電子
証明書の有効期限をご確認くださ
い。有効期限が切れている場合は
窓口にて更新手続きをお願いしま
す。

マイナンバーカード

を 利 用 し てe-Tax

で確定申告する人へ

市の交際費をお知らせします

問秘書課　☎0761-72-1115

支出項目の区分
10月〜12月分 令和6年度累計

件数 金額 （円） 件数 金額 （円）
懇談会費 0 0 0 0
会費 6 61,945 31 285,745
祝金・祝品・記念品 11 74,510 16 107,820
香典（金・花） 3 35,400 11 115,400
その他（激励金など） 0 0 0 0
諸経費（振込手数料など） 2 1,210 3 1,650

合　計 22 173,065 61 510,615

詳しくはこちら

　累計額は､令和6年4月からの累計です。
　毎月の執行状況は、インターネットの加賀市ホームページで見ることが
できます。個別の支払年月日・事由・金額・相手方などの一覧は､秘書課
で見ることができます。閲覧希望の方は、事前にご連絡をお願いします。
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問管財課
　☎0761-72-7810

問生涯学習課
　☎0761-72-7980 詳しくはこちら

　市では、「加賀市人材バンク」
として登録する人を募集していま
す。「加賀市人材バンク」は、自
分の得意分野を教える意欲のある
皆さんに講師として登録いただ
き、市内のサークルなどから要望
があった場合に、両者をつなぐ制
度になります。現在、マジックや
茶道などさまざまな分野の講師が
活躍しています。ぜひ講師として
登録してみませんか。
登録締切	2月28日㈮
登録方法	生涯学習課まで電話また

はQRから申し込み
対象外	営利目的、宗教的・政治

的活動、公序良俗に反す
る活動

令和７年度加賀市人

材バンク講師募集

問保険年金課
　☎0761-72-7867 
問小松年金事務所
　☎0761-24-1791 詳しくはこちら

　国民年金保険料の納付は、納付
書以外に口座振替やクレジット
カードをご利用いただくと納め忘
れが無く、大変便利です。

国民年金保険料の

納付方法

　市が発注する「建設工事・コン
サルタント等」「建築物等管理業
務」「物品購入等」の競争入札参
加資格の申請を受け付けます。
　競争入札参加希望者（事業者）
は、申請してください。申請に必
要な書類は市ホームページからダ
ウンロードできます。
資格有効期間
・建設工事、コンサルタント等（追
加申請）

　令和７年度

・建築物等管理業務（本申請）
　令和７、８、９年度

・物品購入等（本申請）
　令和７、８、９年度

申請受付期間
2月3日㈪~2月28日㈮
平日８時30分~17時15分

競 争入札参加資格

申請の受付を開始し

ます

問文化課　☎0761-72-7888

城下町大聖寺 〜わがまちの由来〜
福田町とまちの由来  

　福田町は江戸時代から続く歴史ある町名です。その由来は明確で
はありませんが、大聖寺の北西に位置する上福田・下福田という農
村に関連していると考えられています。
　福田町の北半分は「大工町」とも呼ばれ、大工や木挽き、桶屋な
どの職人が多く暮らしていました。天保年間に福田橋が架けられた
と推測されており、橋のたもとには藩の塩蔵が置かれていました。
また、九谷焼を再興し、吉田屋窯を築いた吉田屋伝右衛門家がこの
地に住んでいたとされています。

問都市計画課
　☎0761-72-7925 
　*gardencity@city.

kaga.lg.jp 詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

　花や緑あふれるまちづくり活動
を行う団体や個人である「もてな
しガーデナー」に対し、花苗を提
供し、活動を支援します。
対象者	加賀市もてなしガーデ

ナー（市に登録が必要で
す）

対象活動	道路や公園などの公共用
地または道路沿線などの
公衆の目にふれる場所に
おいて、花苗などの植付
けを行うもの。

提供日時	5月15日㈭、16日㈮の9時
~11時まで（予定）

提供場所	加賀市中央公園　セミ
ナーハウスあいりす前倉
庫（予定）
※提供場所からの花苗の
運搬は各自でお願いい
たします。

申込方法	申請書を都市計画課へ提
出（メール、FAX、郵便、
窓口持込）
申請様式は都市計画課窓
口でお渡ししています。
また、市ホームページか
らもダウンロードできま
す。

申込締切	3月21日㈮

花や緑があふれるま

ちづくり活動を支援

します
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問社会福祉協議会
　☎0761-72-1500（吉倉）

視覚に障がいのある人に、
広報かがの点字版・録音CD
版を市内のボランティアの
人たちが製作し、自宅へ郵
送します。

点字・音訳版「広報かが」を
知っていますか？

引っ越しの日が決まったら［ごみのカレンダー］を確認しましょう

問環境課（生活環境グループ）　☎0761-72-7885 詳しくはこちら

　不要になったものを町内の集積所に出すときや環境美化セン
ターへ搬入するときは、必ず分別し、各収集日に出してください。

市が収集している「ごみ」と「リサイクル資源」は次の４種類です。
①もえるごみ
②もえないごみ　※1
③有害ごみ　※2
④リサイクル資源（汚れのないカン、ビン、ペットボトルなど）
※1 粗大ごみは、②のもえないごみには出せません。
　  （直接美化センターに搬入してください）
※2 乾電池、蛍光管、ライター、スプレー缶など。

◆分別に迷ったときは「ごみガイドブック」や「ごみ分別検索
（ホームページ）」で確認するか、環境課までお問い合わせく
ださい。

◆自分で運べない「粗大ごみ」などは、許可業者に依頼できます。
※「ごみを安価に処分する」という無許可業者にご注意くだ
さい。

問自衛隊小松地域
　事務所
　☎0761-24-5180 詳しくはこちら

【自衛官候補生】
　防衛省自衛隊では令和７年春入
隊の自衛官候補生募集を随時実施
しています。
受付期間	①2月7日㈮まで

②2月23日㈰まで
応募資格	令和7年4月1日現在で18

歳以上33歳未満の人
試験期日	①2月15日㈯

②3月1日㈯
筆記試験および作文、口
述試験及び身体検査

【予備自衛官補（一般、技能）】
　普段は社会人、学生であっても、
いざという時には予備自衛官とし
て、大規模災害、防災訓練等に参
加しませんか。訓練は３年で５０
日間受け、その都度、手当てが支
給されます。
受付期間	1月22日㈬~4月8日㈫
応募資格	（一般）18歳以上52歳未

満の人
（技能）資格に応じて55歳
未満まで

試験期間	4月6日㈰か4月20日㈰の
うち指定する１日

合格者の発表
	 6月11日㈬

令和7年度自衛官等

募集

問保険年金課
　（国保グループ）
　☎0761-72-7860 詳しくはこちら

　医療費削減効果の見込める国保
加入者に対して、2月・6月・10
月に「ジェネリック医薬品に関す
るお知らせ」を送付しています。

ジェネリック医薬品

の差額通知の送付

問中谷宇吉郎 
　雪の科学館
　☎0761-75-3323 
問文化課
　☎0761-72-7988 

詳しくはこちら

　令和6年1月に発生した能登半
島地震の災害復旧工事に伴い、
中谷宇吉郎 雪の科学館は休館し
ます。 ご不便とご迷惑をおかけ
しますが、ご理解のほどお願いし
ます。
休館日	4月1日㈫~令和8年3月31

日㈫
※工事の進捗により、休
館期間を「短縮」する
場合があります。

中谷宇吉郎 雪の科

学館は災害復旧工事

のため休館します





加賀市デジタル図書館は、24時間365日利用できます。

●『せかいいちのおおどろぼう』

世界一の大どろぼうが盗む
ものがなくなって退屈してい
ると、世界一貧乏な村の少
女・ミラがやってきて尋ねま
す。「私の村の貧乏も盗め
る?」大どろぼうは、村人たちが
豊かに暮らせるように色々なものを盗んでい
きます。貧乏を盗まれた村はどんな暮らしに
なったでしょう…?物やお金では満たされな
い豊かさについて考えさせられる絵本です。

おすすめの本
一般向け 児童向け

○『台所で考えた』

55歳で夫に先立たれたこ
とを機に、小説講座に通い
始めた著者。63歳『おらお
らでひとりいぐも』で文藝賞
を受賞し、翌年、芥川賞を受賞しました。
腰痛で掃除もままならない中、芥川賞候補と初
孫誕生の知らせを受けた心境を語った「どうし
よう」。カレーから紡がれる幼少期の思い出を
描く「一さじのカレーから」など、著者が日々感
じたことを、軽やかに綴ったエッセイ集です。

休館日（祝日は開館）
中央図書館 月曜日
山中図書館 金曜日

開館時間
中央図書館 9時～19時
　（土日祝 9時～18時）
山中図書館 9時～18時

中央図書館　
　☎0761-73-0888
山中図書館　
　☎0761-78-4441

問

○『今と未来がわかるカーボンニュートラル』
　川村 康文／著　ナツメ社
○『書道の疑問100　今から他人に聞けない』
　『墨』編集部／編　芸術新聞社
○『人間の土』
　サン=テグジュペリ／著　明月堂書店
○『海底トンネルの造り方水の力でつなぐ
　 沈埋工法』
　下石 誠／著　日経BPコンサルティング
○『ジェンダーフリーの労務管理』
　小岩 広宣／著　日本実業出版社

●『糸をつむいで世界をつないで』
　ケイティ ハウズ／文　ディナラ ミルタリポヴァ／絵　ほるぷ出版
●『ずかん路線バス大全』
　加藤 佳一／著　技術評論社
●『モンシロチョウ、「ねむるさなぎ」のひみつ』
　橋本 健一／著　汐文社
●『ちいちゃんのおもちゃたち　はなびのよるに』
　斉藤 洋／さく　武田 美穂／え　理論社
●『ぼくのはじまったばかりの人生のたぶん
　 わすれない日々』
　イーサン ロング／作　鈴木出版

【そのほかのおすすめ本】 【そのほかのおすすめ本】

　みき つきみ／作　菅野 由貴子/絵
　文研出版

　若竹 千佐子／著
　河出書房新社

掲載を希望する人は企画課に連絡してください。
（公共性がなく営利目的のみのものは掲載不可）

加賀市太極拳協会
太極拳・カンフー無料体験会
無料体験会です。当日自由に参加ください。
太極拳……競技性もあり健康づくりにもなります。

若い方も中高年の人でもずっと続けら
れます。

カンフー…小学生から大人まで。かっこよく俊敏性・
筋力アップでき、体幹が鍛えられます。

と　き　3月20日㈷ 10時～11時30分
ところ　加賀市スポーツセンター　太極拳：サブア

リーナ　カンフー：多目的室
持ち物　上履き・飲み物

問加賀市太極拳協会　事務局
　☎090-4686-0305 (中園)

小松産業技術専門校　4月入校訓練生募集

募 集 科　①自動車整備科　②溶接科
　　　　　③情報ビジネス科　④生産設備製造科
　　　　　⑤CADオペレーション科
訓練期間　①1年　②③④6カ月　⑤3カ月
選 考 日　3月25日㈫ 9時～
選考方法　面接、書類選考および適性検査
申込方法　3月14日㈮までに必要書類をハロー

ワーク加賀に提出
　　　　　(書類はハローワーク加賀にあります)

問小松産業技術専門校　☎0761-44-1183

デジタル図書館
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中谷宇吉郎　雪の科学館（潮津）☎0761-75-3323

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日〔今月は5、12、19、26日〕
●入館料：一般560円　75歳以上280円（高校生以下無料）

加賀市美術館（作見）☎0761-72-8787

●開館：10時～18時（入館は17時30分まで）
●休館日：火曜日〔今月は4、18、25日〕
●入館料：展示内容によって変わります 九谷焼窯跡展示館（山代）☎0761-77-0020

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日〔今月は4、18、25日〕
●入館料：一般350円　75歳以上170円

魯山人寓居跡　いろは草庵（山代）☎0761-77-7111

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日〔今月は5、12、19、26日〕
●入館料：一般560円　75歳以上280円

加賀依緑園（山中）☎0761-71-2683

●開館：10時～18時（入館は17時30分まで）
●休館日：木曜日〔今月は6、13、20、27日〕
●入館料：一般600円　団体（20名様以上）490円

九谷焼美術館（大聖寺）☎0761-72-7466

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：月曜日〔今月は3、10、17日]
●入館料：一般560円　75歳以上280円

施設ガイド

♦ 魯山人の仕事　向付いろいろ
4月1日㈫まで
　「器は料理の着物で
ある」と残した魯山人ら
しく、料理が一番映える
ことを考えた様々な向
付は、魯山人の美意識
にあふれています。

♦ わたしの福
2月28日㈮まで
　10月10日㈭からで募集した「福」の字と「椿」
の絵を展示審査します。審査員による「いろは
賞」の発表のほか、入館する人による投票で決定
する「お気に入り賞」の審査もあります。

♦ 令和6年度
　冬期企画展　酒器

　再興九谷・江沼諸窯にて
制作されたお酒に関わる
作品を展示。

♦ 絵付体験やロクロ体験もで
きます
♦施設内スタンプラリー好評開催中

詳細はお問い合わせください。

♦特別展開窯200年記念吉田屋窯（後期）
後期：3月9日㈰まで
　これまでに一般公開さ
れていない吉田屋窯の名
品や未確認だった吉田屋
窯の閉窯時期が特定でき
る資料を初公開します。後
期展となり、展示作品が一
新され、前期展をご覧に
なった人も楽しめる内容と
なっています。

♦ 加賀市美術館　名品展
　 2月16日㈰まで

　当館所蔵品を中心に絵画、
書、工芸を展示します。

♦ 加賀市ふれあい展
　 2月2日㈰まで
♦ 第20回市民アマチュア美術展
　 2月15日㈯～3月9日㈰

　加賀市在住者による一般公募作品展です。
♦水彩画教室　講師：長谷川 清	さん  2月3日㈪
♦筆ペン教室　講師：荒木 暁月 さん  2月20日㈭

♦浦中 廣太郎 展　-雨時々雪 -
2月24日㈫まで
　金沢を拠点に活動する金工作家・浦中廣太郎氏
の個展を開催します。雨や雪をモチーフにした作
品を制作し、記憶の中にあるこれらをデザインとし
て落とし込み、金属のテクスチャーでいかに表現
出来るか探求しています。花器、平面、酒器等、50
点程度の出展となりますので、ぜひご覧ください。

▲硲伊之助（三彩亭）
　吸坂銚子【個人蔵】

「富久良雀」▲︎
西出 大三〔当館蔵〕　

展示風景▲

深田久弥　山の文化館（大聖寺）☎0761-72-3313

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日〔今月は4、18、25日〕
●入館料：一般350円　75歳以上170円

♦聞こう会「白山から見える『日本百名山』」
2月16日㈰
13時30分～15時
講師：大幡 裕 さん

（深田久弥山の文化館）
♦読書会

2月21日㈮　13時30分～15時
『日本百名山』より「丹沢山」を読みます。

▲白山から見える
　北アルプス

♦ 雪や氷の実験の実演
　当館では雪や氷に関する実
験を毎日行っています。自然科
学を身近に感じられるような、
不思議で美しい実験です。大人
も子どもも楽しくご覧いただ
けます。

▲ダイヤモンドダスト
　の実験
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鴨池観察館（片野）☎0761-72-2200

竹の浦館（大聖寺）☎0761-73-8812

施設ガイド ※各施設入館料　高校生以下・障がいのある人は無料です。
※施設の共通入館券をお得な価格で販売しています。

はづちを楽堂（山代）☎0761-77-8270

●開館：9時30分～18時　
●休堂日：水曜日〔今月は5、12、19、26日〕
●入館料：無料

「はづちを茶店」「丹塗り屋」
　茶店では、加賀パフェや草もちぜんざい、お
団子などほっこりしたメニューをご用意していま
す。現在不定期営業中のため Facebookや電
話で確認をお願いします。貸館施設は通常通り
開館しています。

●開館：9時～17時　
●休館日：水曜日〔今月は5、12、19、26日〕
●入館料：無料

♦冬とたき火とエトセトラ　vol.5
2月16日㈰　11時～16時
　美味しいもの、たのしいことをたき火を囲ん
で冬を楽しみましょう。
※入場無料

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休
●入館料：大人350円　75歳以上170円　高校生以下無料

♦がんかもまつり2025
2月22日㈯ 　9時～18時30分
※当日入館無料

♦ガンのねぐら入りを見よう  ※予約不要
2月16日㈰・22日㈯　17時30分～18時30分
持ち物：防寒着・双眼鏡（持参がおすすめです）

♦土曜日の研究室・DNAストラップ  ※要予約
2月15日㈯ 　①10時　②13時　③15時
4人以下×3組限定(各回)
材料費：300円
※開催日の2日前までにお申し込み
ください。
※予約なしの当日参加はできません。

▲こちらからも　
申し込みできます

詳しくはこちら▶

 大聖寺鴻玉荘（大聖寺）☎0761-72-7988

●開館：毎週土・日曜日　10時～16時（入館は15時30分まで）
●休館日：月曜日～金曜日
●入館料：無料

　市指定有形文化財「旧新家家住宅」を改修し、
歴史的に貴重な建物や風光明
媚な庭園を楽しむ施設として一
般公開しています。
　施設内では、大聖寺にゆかり
のある歴史資料を展示しています。

山中温泉　芭蕉の館（山中）☎0761-78-1720

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日〔今月は5、12、19、26日〕
●入館料：300円

♦常設展示
人間国宝川北良造作品展
山中漆器永久保存作品展
歌仙巻「星今宵の巻」

♦「 北陸新幹線金沢～敦賀
間開業記念・北陸路の
芭蕉展」

♦奥の細道を詠もう会
2月14日㈮　9時30分～

♦歌仙巻
2月18日㈫　13時30分～　講 師：橋本 薫 さん

♦漢詩教室
2月20日㈭　9時30分～

♦習字同好会
2月13日㈭・27日㈭　10時～

▲木造宿屋建築と美しい庭園の
　館です

山中座（山中）☎0761-78-5523

♦山中節四季の舞定期上演
毎週土・日および祝日
15時30分～16時10分
大人：700円
小学生以下： 350 円

※上演日程については、
　事前にご確認ください。

●開館：8時30分～22時（第2・第4火曜日は8時30分～17時30分）※12〜3月 8時30分〜20時
●休館日：年中無休　
●入館料：無料

 北前船の里資料館（橋立）☎0761-75-1250

●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　
●入館料：一般350円　75歳以上170円　

　館内には船箪笥や遠眼鏡
などの様々な航海資料や北
前船に関する様々な資料を
展示しています。

ろくろの里　食彩館山ぼうし（山中）☎0761-78-0051

●開館：11時～16時
●休館日：水曜日〔今月は5、12、19、26日〕  
●入館料：無料

♦そば打ち体験 ※要予約
11時30分～
2人～3人
　1人2,300円
4人以上
　1人2,100円 ▲自分で打ったそばの味は格別



あとがき

就学前のお子さん大募集！
氏名・生年月・町名を記載し、写真を添付のうえ
citypromotion@city.kaga.lg.jp までメールで
ご応募ください！

令和２年
８月生まれ

 　　　　　たなか　　　　りお

田中　椋大さん
（小塩辻町）

　昨年 10 月、加賀市消防本部に高規格救急車を寄贈さ
れた 塩浜 節子 さん。高度な救命活動が行えるこの救
急車は、現在山中分署で使用されており、市内の救命
活動において日々活躍しています。
　塩浜さんは、市内で 56 年間地域に愛された歯科医院
を開き、2 年前に亡くなった、夫である敏夫さんが生前
口にしていた「生涯現役。市民の方のために。」という
想いを受け継ぎました。昔から「人助けのために何か
できたら」と考えていた塩浜さんは、ある日テレビ番
組で他県の方が救急車を自治体に寄贈しているのを見
て、市消防本部へ問い合わせ寄贈を申し出ました。
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▲ 昨年 10月に行われた受納式の様子

　救急車には塩浜さんご夫
婦のお名前と、敏夫さんが
好きだった白山、柴山潟、
浮御堂、噴水、桜の情景が
描かれており、お二人の「市

民のために、人助けのために」という想いがデザイン
に込められています。
　最後にこの救急車に対する想いを尋ねると、「小さ
い子どもから、高齢者まで男女問わず助け、これから
もずっと活躍してほしいです」と優しい笑顔で話して
いました。

Instagramの
＠kagacity_officialでは
加賀市の模様を発信中！
みんなが好きな
＃加賀市 を
ぜひ教えてください！

令和 4 年
6 月生まれ

 　　　　　いずみ　　　　あおと

泉　碧人さん
（大聖寺上福田町）

2025
令和 7 年
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年が明け 1 カ月が経ち、お正月
気分も抜けた今日この頃、皆さ
まいかがお過ごしでしょうか。
まだまだ寒い季節が続いていま
すのでお体にはお気をつけくだ
さい。今年度も残り 2 カ月、悔
いなく新年度を迎えられるよう
今月も思い切り全力でやり切り
ましょう！皆さんに楽しく読ん
でもらえるよう私も頑張りま
す！




